
 

 

 

令和 7 年度山口県臨床検査技師会 

精度管理調査報告 

 

病理検査部門 

  



設問 施設回答 回答数 比率(％) 

1 

正解 4. 『乳癌取扱い規約 第 19 版』、『胃癌取扱い規約 

第 15 版』は共通して 6 時間以上 48 時間以内の固定

時間が推奨されている。 

18 100 

2 

正解 3. Paget 病は第 18 版では悪性腫瘍の独立した項目とし

て扱われてきたが、第 19 版では浸潤癌に含まれる形

になった。 

18 100 

3 

正解 4. SDS の「2.危険有害性の要約」の項目では、

Globally Harmonized System of Classification 

and Labelling of Chemicals(GHS)の絵表示が記載

されている。 

18 100 

4 正解 1. A―そのまま提出する、B―再薄切 18 100 

5 正解 2. A ― d ― 腎臓 18 100 

6 
正解 4. シッフ試薬に含まれるパラローズアニリンは塩基性フ

クシンである。 
18 100 

7 
正解 5. 消化酵素(アミラーゼ)の劣化または、入れ忘れが考え

られる。 
18 100 

8 正解 3. 甲状腺癌の転移 18 100 

9 

正解 2. A-アポクリン癌、a-アンドロゲンレセプター、 

B-浸潤性小葉癌、b-E-カドヘリン 
15 83 

4. A-浸潤性乳管癌、a-E-カドへリン、 

B-浸潤性小葉癌、b-E-カドヘリン 
3 17 

10 
正解 5. 腫瘍細胞が十分採取されていれば、セルブロック検体

でも検査可能な場合がある。 
18 100 

11 
正解 3. 2025 年から保険適用となったヘムサイト🄬は骨髄異

形成症候群も検査の対象である。 

18 100 

12 

正解 1. 剖検術式として体腔内の臓器を一塊として取り出す

Virchow 法と、1 つ 1 つの臓器を別々に取り出す

Rokitansky 法がある。 

18 100 

 

 



【設問 1】 

ホルマリン固定について適切でないものを選択してください。 

 

1. ホルムアルデヒドがタンパク質のアミノ基と反応するとヒドロキシメチル基が生じ、これがさ

らにアミノ基と反応することによってメチレン架橋が形成され、タンパク質が安定化すること

で固定が行われる。 

2. 長時間の固定は架橋形成による抗原決定基のマスキングを引き起こすことがあり、免疫組織化

学染色を実施する際に問題となりうる。 

3. ゲノム診療用病理組織検体の DNA 品質保持には 10％中性緩衝ホルマリン液が適している。 

4. 『乳癌取扱い規約 第 19 版』、『胃癌取扱い規約 第 15 版』は共通して 6 時間以上 48 時間以

内の固定時間が推奨されている。 

5. 非緩衝ホルマリン液の場合は、含まれるギ酸により pH の低下を引き起こし、ホルマリン色素

を発生させる。 

 

(解説) 

『乳癌取扱い規約 第 19 版』、『胃癌取扱い規約 第 15 版』では 6 時間以上 72 時間以内の固定時

間が推奨されています。 

 

 

【設問 2】 

2025 年 6 月に発行された『臨床・病理 乳癌取り扱い規約 第 19 版』について、適切でないもの

を選択してください。 

 

1. 臨床編では早期乳癌が切除可能乳癌（Stage0～ⅢA）と再定義された。 

2. 組織学的分類では、従来の良性腫瘍、悪性腫瘍に加え、両者の中間的存在である「前駆病変」・

「非浸潤性小葉腫瘍」の概念が採用された。 

3. Paget 病は第 18 版では悪性腫瘍の独立した項目として扱われてきたが、第 19 版では浸潤癌に

含まれる形になった。 

4. 第 4 章 バイオマーカー検索と判定基準では、HER2 の項目に HER2 低発現の判定について

新たに記載がされている。 

5. 浸潤性乳管癌は３つあるいは 4 つの組織型分類があったが、第 19 版では浸潤性乳管癌を浸潤

形態や間質量の特徴、非浸潤癌巣の種類と量で表現する形に移行した。 

 

(解説) 

Paget 病は第 18 版では悪性腫瘍の独立した項目として扱われてきましたが、第 19 版では非浸潤

癌に含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【設問 3】 

化学物質取り扱いについて適切なものを選択してください。 

 

1. 化学物質取扱者は「化学物質」を適切に取り扱うことを求められているが、使用量の記録は

しなくてよい。 

2. 皮膚への刺激性・皮膚吸収による健康影響のおそれがあるともないともわからない場合、保

護具着用の義務はない。 

3. Safety Date Sheet(SDS)に記載すべき項目は、10 項目である。 

4. SDS の「2.危険有害性の要約」の項目では、Globally Harmonized System of Classification 

and Labelling of Chemicals(GHS)の絵表示が記載されている。 

5. 法令の化学物質の安全管理に関連する法令は、毒物及び劇物取締法のみである。 

 

(解説) 

1. 化学物質使用簿等、必要な記録の作成や報告が必要です。 

2. 健康障害を起こすおそれがないことが明らかなもの以外の物質を取り扱う業務に従事する者

は、努力義務ではありますが、保護眼鏡、不浸透性の保護衣、保護手袋または履物等適切な

保護具を着用しなければなりません。 

3. SDS に記載すべき項目は、16 項目です。 

5. 毒物及び劇物取締法の他に、労働安全衛生法、労働基準法、消防法、特定化学物質の環境へ

の排出量の把握及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）、高圧ガス保安法などがありま

す。 

 

 

【設問 4】 

A~D は、HE 染色後の標本の一部を写したものです。病理医に提出する際の対応として、正しい組

み合わせを選択してください。 

 

  

 A B 

 



  

 C D 

 

1. A―そのまま提出する、B―再薄切 

2. A―そのまま提出する、B―再包埋 

3. A―そのまま提出する、C―再染色 

4. B―再薄切、C―そのまま提出する 

5. B―再薄切、D―再染色する 

 

(解説) 

B：メス傷があるため、メスを替えて再薄切しなければなりません。 

C：面出し不良のため、再薄切しなければなりません。 

D：シワがあるため、再薄切しなければなりません。 

 

 

【設問 5】 

下の写真は切り出し時のマクロ像(A～C)と HE 染色を行ったミクロ像（a～e）です。マクロ画像と

ミクロ画像および臓器名の組み合わせとして正しいものを選択してください。 

 

  

 A B 

 



 

 C 

 

  

 a b 

 

  

 c d 

 

 

 e 



1. A ― b ― 腎臓 

2. A ― d ― 腎臓 

3. B ― e ― 肝臓 

4. B ― c ― 肺 

5. C ― a ― 肝臓 

 

(解説) 

A は腎臓、B は肝臓、C は脾臓のマクロ像です。 

a は肝臓、b は膵臓、c は肺、d は腎臓、e は心臓のミクロ像です。 

 

 

【設問 6】 

PAS 反応について適切なものを選択してください。 

 

1. 多糖類を過ヨウ素酸で還元して、シッフ試薬で反応させる。 

2. 多糖類の中に含まれる、1,2-グリコールを酸化して、3 つのアルデヒド基を生成させる。 

3. シッフ試薬は、二酸化硫黄の揮発を防ぐために、常温で密栓して保存する。 

4. シッフ試薬に含まれるパラローズアニリンは塩基性フクシンである。 

5. 重亜硫酸水にシッフ試薬が混入し試薬が赤く変色することがあるが、シッフ試薬の混入のため、

特に問題ない。 

 

(解説) 

1. 還元ではなく酸化です。 

2. 3 つではなく 2 つのアルデヒド基を生成します。 

3. シッフ試薬は、常温ではなく冷蔵で密栓して保存します。 

5. 重亜硫酸水にシッフ試薬が混入し赤く変色すると、十分な洗浄効果が得られないため、試薬を

新しくする必要があります。 

 

 

【設問 7】 

肝臓の組織に対しアミラーゼ消化 PAS 反応を実施しました。光学顕微鏡で確認したところ A(対物

×40)の像が得られました。考えられることについて適切なものを選択してください。 

 

 

A 

 

 



1. 特に問題がないため、そのまま病理医へ提出する。 

2. ホルマリンによる過固定が考えられる。 

3. 過ヨウ素酸または、シッフ試薬の劣化が考えられる。 

4. 重亜硫酸水の劣化が考えられる。 

5. 消化酵素(アミラーゼ)の劣化または、入れ忘れが考えられる。 

 

(解説) 

消化されずに残ったグリコーゲンが PAS 反応に陽性を示しています。消化酵素の劣化、または入

れ忘れが考えられます。 

 

 

【設問 8】 

以下の写真は肺腫瘍切除標本の HE 染色像と各種免疫染色像です。最も適切と考えられる診断名

を選択してください。なお免疫染色の対照標本に問題はありませんでした。 

 

 

 HE 対物×20 

 

  

 CK7 対物×20 CK20 対物×20 

 



  
 TTF-1 対物×20 PAX8 対物×20 

 

1. 原発性肺腺癌 

2. 原発性肺扁平上皮癌 

3. 甲状腺癌の転移 

4. 大腸癌の転移 

5. 卵巣癌の転移 

 

(解説) 

免疫染色では、CK7 陽性、CK20 陰性、TTF-1 陽性、PAX8 陽性です。TTF-1 陽性より肺癌や甲

状腺癌、PAX8 陽性より甲状腺癌や卵巣癌が考えられますが、両者が陽性であることから甲状腺癌

を考えます。大腸癌では CK7 陰性、CK20 陽性のパターンが多く、肺の腺癌と扁平上皮癌の鑑別

には、TTF-1 や NapsinA(腺癌マーカー)、CK5/6 や p40(扁平上皮癌マーカー)等が有用です。 

 

 

【設問 9】 

A、B は針生検によりそれぞれ別の患者から採取された乳腺腫瘍の HE 染色像です。A の検体で免

疫染色 a を、B の検体で免疫染色 b を実施し、診断の根拠を得ました。実施した免疫染色名と診断

名の組み合わせとして適切なものを選択してください。なお免疫染色の対照標本に問題はありませ

んでした。 

 

  

 A HE 対物×10 免疫染色 a 対物×10 

 



  

 B HE 対物×10 免疫染色 b 対物×10 

 

1. A-アポクリン癌、a-アンドロゲンレセプター、B-浸潤性乳管癌、b-E-カドヘリン 

2. A-アポクリン癌、a-アンドロゲンレセプター、B-浸潤性小葉癌、b-E-カドヘリン 

3. A-アポクリン癌、a-E-カドヘリン、B-浸潤性乳管癌、b-LCA 

4. A-浸潤性乳管癌、a-E-カドへリン、B-浸潤性小葉癌、b-E-カドヘリン 

5. A-浸潤性小葉癌、a-E-カドヘリン、B-浸潤性乳管癌、b-E-カドヘリン 

 

(解説) 

免疫染色 a では腫瘍細胞の核に陽性所見を認め、免疫染色 b では腫瘍細胞に陽性所見は認めませ

ん。アンドロゲンレセプターは核に、E-カドヘリンは細胞膜に陽性所見を認めるため、免疫染色 a

はアンドロゲンレセプターと考えられ、A はアポクリン癌を考えます。また選択肢より、免疫染色

b は E-カドヘリンとなり、腫瘍細胞は陰性であることから、B は浸潤性小葉癌を考えます。 

 

 

【設問 10】 

がんゲノム診断を行う予定の検体について適切なものを選択してください。 

 

1. 固定時間を早くするため加温固定を行うほうがよい。 

2. 手術により摘出された検体は室温保管の場合、3 時間以内に固定することが推奨されている。 

3. 脱灰時間を短くするため、迅速脱灰液で脱灰を行うほうがよい。 

4. 細胞診検体で血性検体の場合、余計な赤血球を除去するために溶血剤を使用する。 

5. 腫瘍細胞が十分採取されていれば、セルブロック検体でも検査可能な場合がある。 

 

(解説) 

ゲノム診療用病理組織検体では、(1)固定は室温でよい、(2)手術後に摘出された検体は 30 分以上室

温で保持することは極力回避するべき、(3)酸脱灰を回避し、EDTA 脱灰を行うべきと記載されて

います。また、がんゲノム診療における細胞検体の取扱い指針では細胞診の検体は溶血処理を極力

控えるように記載されています。正解は「5.腫瘍細胞が十分採取されていれば，セルブロック検体

でも検査可能である」となります。 

 

 

 

 

 

 



【設問 11】 

がん遺伝子パネル検査について適切なものを選択してください。 

 

1. がん遺伝子パネル検査の診療報酬は検査実施時に 12000 点、エキスパートパネル後の患者説

明時に 44000 点算定することができる。 

2. エキスパートパネル実施可能施設は、がんゲノム医療中核拠点病院、がんゲノム医療拠点病院

のみである。 

3. 2025 年から保険適用となったヘムサイト🄬は骨髄異形成症候群も検査の対象である。 

4. 2025 年 8 月時点で国内保険適用になっているがん遺伝子パネル検査はすべて組織検体と血液

検体が必要である。 

5. がん遺伝子パネル検査で検出したがん遺伝子変異に対する治療到達率は約 50%である。 

 

(解説) 

(1)がん遺伝子パネル検査の診療報酬は検査実施時に 44000 点、エキスパートパネル実施後の患者

説明時に 12000 点算定できます。(2)要件を満たしたがんゲノム連携病院も自施設の症例であれば

エキスパートパネルを行うことができます。(4)Foundation-One は組織検体のみで提出可能です。

(5)がん遺伝子パネル検査での治療到達率は約 10%といわれています。正解は「3. 2025 年から保険

適用となったヘムサイト🄬は骨髄異形成症候群も検査の対象である」となります。 

 

 

【設問 12】 

病理解剖について次のうち適切でないものを選択してください。 

 

1. 剖検術式として体腔内の臓器を一塊として取り出す Virchow 法と、1 つ 1 つの臓器を別々に取

り出す Rokitansky 法がある。 

2. 剖検開始前に感染性疾患の有無を十分に把握する。 

3. 剖検は執刀者と剖検助手の 2 名で行い、執刀者は原則として遺体の右側に立つ。 

4. 腹腔切開時は、血管が切断されると血液が混入することがあるため、腹腔内がみえた時点で、

腹水の色調を確認しておく。 

5. 使用後の器具類の消毒は次亜塩素酸ナトリウムで行う。 

 

(解説) 

体腔内の臓器を一塊として取り出すのは Rokitansky 法、1 つ 1 つの臓器を別々に取り出すのは

Virchow 法です。 

 


